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1日最高300人超の来院者を数え

る習志野台整形外科内科では、

「iPad」の国内発売を境に、院内が様

変わりした。待合室では「iPad問診

票」に入力する初診患者、さらに診察

室やリハビリ室でiPadアプリ「IC動

画 HD」を使って患者に説明を行うス

タッフの姿が見られるようになった。

これらは「患者参加型医療」の実

現を目指す院長の宮川一郎氏が、医

師と患者のコミュニケーション強化、

分かりやすい医療情報の提供などを

目的に、考案・開発した仕組みだ。

問診票から電子カルテへの
転記作業がゼロに

宮川氏は、米国で「iPad」が発売

患者説明用の3D動画を公開
CGの新規制作も自ら監修

他方、患者説明用iPadアプリとし

て開発された「IC動画 HD」は、クラ

ウド上に集めた疾患病態や手術・治

療法の3D動画（CG）を無料で提供

するもの。宮川氏自身がCGの監修

に携わるべく制作会社メディカクラウ

ドを設立し、クラウドシステムの運用

管理も併せて行っている。「CG制作

コストの高さや著作権・使用権の問

題を解消することで、医療系メーカー

などの協力も得やすいビジネスモデ

ルを構築し、医療従事者が自由に

CG動画を利用できる環境を実現し

ました」と、宮川氏は説明する。

これまでに20本以上の動画を公

開し、アプリの利用登録者約4900人、

動画閲覧回数5万回超の実績をあげ

ている。患者側の反応については、

「口頭や冊子、模型での説明よりも理

解度が高く、質問内容も濃くなる印象

があります」（宮川氏）という。

習志野台整形外科内科では他に

も、待ち時間を有意義に過ごしても

らうためのiPadの貸し出し、近隣の

病院と連携してCTスキャンやMRI

など診断機器の遠隔モニターとして

iPadを活用するなど、多様な取り組

みを進めている。

された時点で「これは医療に使える」

と直感し、早 に々「iPad問診票」の開

発に着手。約1年後の2010年5月、

国内発売初日に数台を購入して即運

用を開始した。

利用者の意見も汲みながら使い勝

手などの修正を逐次行い、2012年4

月のバージョンアップから新規患者全

員を利用対象に導入を行った。

患者自身が入力した問診票データ

は、無線LANで院内のサーバに吸

い上げた後、電子カルテシステムにも

転送され、そのままカルテの元データ

として活用されている。これにより、

紙の問診票から電子カルテへの転記

―1人あたり2～5分、1日の総計

で30分～1時間半程度にもなる作業

が不要になり、「その分、診察時に患

者さんと顔を合わせてコミュニケーシ

ョンを取る時間が増えました」と宮川

氏。さらに、iPad問診票は各画面で

入力が完了しないとアラートが出て

先に進めないため、重要情報の記載

漏れも防止できている。
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活用分野 医療支援、患者への情報提供

テクノロジ タブレット端末（iPad）

約30分の時間短縮 

＜Macサーバ＞ 
＜カルテサーバ＞ 

iPadによる 
問診票の記入 

電子カルテ内に 
自動転記 

PDF化し参照可能な 
状態で保存 

＜自動化＞ 

＜外付けHD＞ 
45% 55%

Ver2.0導入後、60分の時間短縮を達成 

Ver1.0

 

患者自身が入力することで、転記時間を短縮。 
コミュニケーションを強化 

Ver2.0インターフェース 

習志野台整形外科内科
院長
宮川一郎氏

図　iPad問診票システム

患者自らがiPadで問診表を入力。データ化されて
いるので医師の転記作業が不要になる


